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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年8月23日(2012.8.23)

【公表番号】特表2008-508389(P2008-508389A)
【公表日】平成20年3月21日(2008.3.21)
【年通号数】公開・登録公報2008-011
【出願番号】特願2007-523129(P2007-523129)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  69/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/88     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/34     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/305    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  69/08    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/88    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/34    　　　　
   Ａ２３Ｌ   1/305   　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年7月4日(2012.7.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アスパラギン酸単位及び／又はグルタミン酸単位からなり、それらのいくつかは、１つ
以上の疎水性グラフト基（互いに同一であっても異なっていてもよい）を有するポリアミ
ノ酸であって、
　・前記疎水性グラフト基は、下記一般式（Ｉ）で表され、
　　　　（Ｉ）　－Ｘ－（ＧＨ）－Ｙ
　　　式中：
　　・－Ｘ－は、－Ｏ－、－ＮＨ－、－Ｎ－アルキル－（Ｃ１～Ｃ５）、アスパラギン酸
単位及びグルタミン酸単位とは異なるアミノ酸残基、ジオール、ジアミン、アミノアルコ
ール、又はヒドロキシ酸であって、ポリアミノ酸鎖と－ＧＨ－Ｙとの間に位置し；
　　・－ＧＨ－は、８～１０個の炭素原子を含む疎水性基を表し；
　　・－Ｙは、
　　　・カルボキシル基、スルホン酸基、硫酸基、及びリン酸基からなる群より選ばれる
アニオン化可能な基；又は
　　　・カルボキシレート基、スルホネート基、スルフェート基、及びホスフェート基か
らなる群より選ばれるアニオン性基、
のいずれかを表し、
　・－ＧＨ－は、α－アミノ酸残基を有さない、
ことを特徴とするポリアミノ酸。
【請求項２】
　－Ｘ－が、α－アミノ酸残基を有さないことを特徴とする請求項１記載のポリアミノ酸
。
【請求項３】
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　少なくとも１つの疎水性基ＧＨは、下記の群：
　・適宜少なくとも１つの不飽和結合及び／又は少なくとも１つのヘテロ原子を含んでい
てもよい、直鎖又は分岐鎖状のＣ８～Ｃ３０アルキル基、
　・適宜少なくとも１つの不飽和結合及び／又は少なくとも１つのヘテロ原子を含んでい
てもよい、Ｃ８～Ｃ３０アルキルアリール基又はアリールアルキル基、
　・適宜少なくとも１つの不飽和結合及び／又は少なくとも１つのヘテロ原子を含んでい
てもよい、Ｃ８～Ｃ３０（多）環式基、
から選択されることを特徴とする請求項１記載のポリアミノ酸。
【請求項４】
　主鎖がα－Ｌ－グルタメート及び／又はα－Ｌ－グルタミン酸単位、又はα－Ｌ－アス
パルテート及び／又はα－Ｌ－アスパラギン酸単位を含むことを特徴とする請求項１記載
のポリアミノ酸。
【請求項５】
　下記一般式（ＩＩ）で表されることを特徴とする請求項１から４のいずれか記載のポリ
アミノ酸。
【化１】

　式中：
　■Ｒ１は、Ｈ、直鎖状Ｃ２～Ｃ１０アシル基、若しくは分岐鎖状Ｃ３～Ｃ１０アシル基
、又はピログルタメートであり；
　■Ａは、独立して－ＣＨ２－（アスパラギン酸単位）又は－ＣＨ２－ＣＨ２－（グルタ
ミン酸単位）であり；
　■Ｂは：
　　・ＯＲ３（Ｒ３は下記のように定義される）、
　　・ＮＨＲ２基（式中、Ｒ２は、直鎖状Ｃ２～Ｃ１０アルキル基、若しくは分岐鎖状Ｃ
３～Ｃ１０アルキル基、又はベンジル基である）；又は、
　　・末端アミノ酸単位（窒素により結合し、カルボン酸基は、ＮＨＲ２及びＯＲ２で定
義されるアミン又はアルコールにより適宜修飾されている）、
のいずれかであり；
　■Ｒ３は、Ｈ、又は下記を含む群から選択されるカチオン種であり；
　　・有利には、ナトリウム、カリウム、カルシウム、及びマグネシウムを含むサブグル
ープより選択される金属カチオン、
　　・有利には、下記を含むサブグループから選択される有機カチオン、
　　　・アミンに基づく陽イオン、
　　　・オリゴアミンに基づく陽イオン、
　　　・ポリアミンに基づく陽イオン、及び
　　　・有利には、リジン又はアルギニンに基づくカチオンを含む属から選択される１つ
以上のアミノ酸に基づく陽イオン、及び、
　　・有利には、ポリリジン及びオリゴリジンを含むサブグループから選択されるカチオ
ン性ポリアミノ酸、
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　■－Ｘ－は、－Ｏ－、－ＮＨ－、－Ｎ－アルキル－（Ｃ１～Ｃ５）、アミノ酸、ジオー
ル、ジアミン、アミノアルコール、又は１～６個の炭素原子を含むヒドロキシ酸であり、
　■－ＧＨ－は、８～３０個の炭素原子を含む疎水性基であって、下記の群：
　　・適宜少なくとも１つの不飽和結合及び／又は少なくとも１つのヘテロ原子を含んで
いてもよい直鎖又は分岐鎖状Ｃ８～Ｃ３０アルキル基、
　　・適宜少なくとも１つの不飽和結合及び／又は少なくとも１つのヘテロ原子を含んで
いてもよいＣ８～Ｃ３０アルキルアリール基又はアリールアルキル基、又は
　　・適宜少なくとも１つの不飽和結合及び／又は少なくとも１つのヘテロ原子を含んで
いてもよいＣ８～Ｃ３０（多）環式基、
から選択され；
　■－Ｙは：
　　・カルボキシル基、スルホン酸基、硫酸基、又はリン酸基からなる「アニオン化可能
な」基（Ｒ３がＨである場合）、又は
　　・Ｙは、カルボキシレート基、スルホネート基、スルフェート基、又はホスフェート
基からなるアニオン性基（Ｒ３がＨ以外の基である場合）のいずれかであり；
　■ｎ／（ｎ＋ｍ）は、モルグラフト化率として定義され、０．５～１００モル％の値を
とり；
　■ｎ＋ｍは、３～１０００の値をとる。
【請求項６】
　式（Ｉ）の疎水性グラフト基－Ｘ－ＧＨ－Ｙの少なくとも１つが、下記の化学種からな
る群から選択されるラジカルであることを特徴とする請求項１から５のいずれか記載のポ
リアミノ酸。
【化２】

　式中：
　■ａは、７～１９であり、
　■ｂは、２～４であり、
　■Ｒ６は、Ｈ又はＯＨである。
【請求項７】
　下記式（ＩＩＩ）で表され、
　　　　（ＩＩＩ）　－Ｘ’－ＧＨ’
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　イオン化基又はイオン性基を有しておらず、
　－Ｘ’－は、－Ｏ－、－ＮＨ－、－Ｎ－アルキル－（Ｃ１～Ｃ５）、アミノ酸残基、ジ
オール、ジアミン、又はアミノアルコールであり、
　　－ＧＨ’は、８～１０個の炭素原子を含む疎水性基である、少なくとも１つの疎水性
グラフト基をさらに有していることを特徴とする請求項１から６のいずれか記載のポリア
ミノ酸。
【請求項８】
　前記疎水性基ＧＨ’が、オクタノール、ドデカノール、テトラデカノール、ヘキサデカ
ノール、オクタデカノール、オレイルアルコール、トコフェロール、及びコレステロール
を含む群から選択される基の誘導体であることを特徴とする請求項７記載のポリアミノ酸
。
【請求項９】
　分子量が２０００～２００，０００ｇ／モルであることを特徴とする請求項１から８の
いずれか記載のポリアミノ酸。
【請求項１０】
　グルタメート及び／又はアスパルテート単位に結合したポリアルキレングリコール型の
少なくとも１つのグラフト基を有することを特徴とする請求項１から９のいずれか記載の
ポリアミノ酸。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか記載のポリアミノ酸を含む医薬用、化粧品用、食品用、又
は植物衛生用組成物。
【請求項１２】
　少なくとも１つの活性成分を含むことを特徴とする請求項１１記載の組成物。
【請求項１３】
　前記活性成分が、共有化学結合以外の１つ以上の結合を介して、前記ポリアミノ酸と会
合していることを特徴とする請求項１２記載の組成物。
【請求項１４】
　前記活性成分が、タンパク質、糖タンパク質、１つ以上のポリアルキレングリコール鎖
に結合したタンパク質、多糖、リポ多糖、オリゴヌクレオチド、ポリヌクレオチド、又は
ペプチドであることを特徴とする請求項１２又は１３記載の組成物。
【請求項１５】
　前記活性成分が、低分子量の疎水性、親水性、又は両親媒性の有機分子であることを特
徴とする請求項１２又は１３記載の組成物。
【請求項１６】
　経口、非経口、経鼻、膣内、眼球、皮下、静脈内、筋肉内、皮内、腹膜内、大脳内、又
は口腔内の経路により投与可能であることを特徴とする請求項１１から１５のいずれか記
載の組成物。
【請求項１７】
　ゲル、溶液、エマルジョン、粉末、又はフィルムの形態であることを特徴とする請求項
１１から１６のいずれか記載の組成物。
【請求項１８】
　水相中のポリアミノ酸のナノ粒子及び／又は微粒子及び／又はミセルのコロイド状の懸
濁液であることを特徴とする請求項１７記載の組成物。
【請求項１９】
　生体適合性の溶媒中に溶解した溶液の形態であり、皮下又は筋肉内の経路により、ある
いは腫瘍内部に注射可能であることを特徴とする請求項１１から１８のいずれか記載の組
成物。
【請求項２０】
　注射部位で持続性薬剤を形成することが可能であることを特徴とする請求項１９記載の
組成物。
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【請求項２１】
　特に、経口、非経口、経鼻、膣内、眼球、皮下、静脈内、筋肉内、皮内、腹膜内、及び
大脳内投与のための薬剤であって、これらの薬剤の活性成分が、特に、タンパク質、糖タ
ンパク、１つ以上のポリアルキレングリコールに結合したタンパク質、ペプチド、多糖、
リポ多糖、オリゴヌクレオチド、ポリヌクレオチド、及び低分子量の疎水性、親水性、又
は両親媒性の有機分子である薬剤；
・及び／又は食品；
・及び／又は化粧品若しくは植物衛生用品、
を調製する方法であって、請求項１から１０のいずれか記載のポリアミノ酸、及び／又は
請求項１１から２０のいずれか記載の組成物を使用する工程を本質的に含むことを特徴と
する方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本発明は、特に、１つ以上の活性成分（Ａｃｔｉｖｅ　Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ：ＡＰ）
のベクター化（ｖｅｃｔｏｒｉｚａｔｉｏｎ）に有用な、生分解性ポリアミノ酸に基づく
新規な物質に関する。
　本発明はさらに、これらのポリアミノ酸に基づく新規な医薬用、化粧品用、食品用、又
は植物衛生用組成物に関する。これらの組成物は、ＡＰのベクター化を可能にするタイプ
のものであってよく、好ましくは、エマルジョン、ミセル、粒子、ゲル、インプラント、
又はフィルムの形態を取ることができる。
　前記ＡＰは、有利には、動物又はヒトに対して、経口、非経口、経鼻、膣内、眼球、皮
下、静脈内、筋肉内、皮内、腹膜内、大脳内、口腔、又は他の経路で投与することができ
る生理活性化合物である。
　本発明に関連するＡＰは、より具体的には、タンパク質、糖タンパク、ペプチド、多糖
、リポ多糖、オリゴヌクレオチド又はポリヌクレオチド、及び有機分子であるが、これら
に制限されない。しかし、それらは、化粧品、又は除草剤、殺虫剤、殺菌剤等の植物衛生
用品であってもよい。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　米国特許第４，３５１，３３７号明細書には、活性成分の放出制御のためのインプラン
ト又は微粒子として用いることができるロイシン及びグルタメートに基づく両親媒性アミ
ノ酸共重合体が記載されている。活性成分は、ポリマーの分解速度に応じて非常に長期間
に亘って放出され得る。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　米国特許第４，８８８，３９８号明細書には、ポリグルタメート又はポリアスパルテー
ト、及び適宜ポリロイシンに基づき、アルコキシカルボニルメチル型のペンダント基がポ
リアミノ酸鎖中にランダムに位置するポリマーが記載されている。メトキシカルボニルメ
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チル基等の側鎖官能基がグラフト化したこれらのポリアミノ酸は、ＡＰを含む長期放出型
生分解性インプラントとして用いることができる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　米国特許第５，９０４，９３６号明細書は、ポリロイシン－ポリグルタメートブロック
ポリマーから得られ、安定なコロイド状懸濁液を生成し、生理活性タンパク質を変性させ
ることなく自発的に会合することができるナノ粒子が記載されている。生理活性タンパク
質は、生体内で制御された形で放出され得る。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
　同じ分野において、本出願人は、関連するデザインを有するポリグルタメートに基づく
ポリマーについて、いくつかの特許公開公報に記載している。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　国際公開第８７／０３８９１号パンフレット（米国特許第４，８９２，７３３号明細書
）には、ポリアミノ酸鎖に、オリゴペプチド型のスペーサを介して結合した、マロン酸、
コハク酸、又はグルタル酸型の二塩基酸基を有するポリグルタメート又はポリアスパルテ
ートについて記載されている。二塩基酸基が結合しているため、カルシウムカチオンの固
定化、又は活性成分と反応することができる活性な酸無水物の形成が可能になる。これら
のポリマーは、特に生体内での活性成分の徐放のためのインプラントとして用いることが
できる。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　本発明において定義されているように：
　・「ポリアミノ酸（ｐｏｌｙａｍｉｎｏ　ａｃｉｄ）」という用語は、一方では、１種
類の「アミノ酸」単位（例えば、Ｇｌｕ（グルタミン酸若しくはグルタメート）単位又は
Ａｓｐ（アスパラギン酸若しくはアスパルテート）単位）を有するＰＡＡ、又はアミノ酸
共重合体（Ｇｌｕ及びＡｓｐアミノ酸単位を、ランダム、傾斜、又はブロック型の集積度
で含む）を包含し、他方では、２～２０個の「アミノ酸」単位を含むオリゴアミノ酸、及
び２０個を上回る「アミノ酸」単位を含むポリアミノ酸を包含し、
　・「アミノ酸単位（ａｍｉｎｏ　ａｃｉｄ　ｕｎｉｔ）」という用語は、置換基が何で
あるかに関わりなく、それらが上記アミノ酸の性質を改変しない限り、あるアミノ酸の骨
格を形成する単量体、又は非単量体の単位に関連する。
【誤訳訂正９】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　好ましくは、少なくとも１つの負電荷を生じることができる－Ｙのイオン性基は、カル
ボキシル／カルボキシレート基、スルホン酸／スルホネート基、硫酸／スルフェート基、
及びリン酸／ホスフェート基を含む群から選択される。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　本発明のポリアミノ酸は、好ましくは、α－Ｌ－グルタメート及び／又はα－Ｌ－グル
タミン酸単位、又はα－Ｌ－アスパルテート及び／又はα－Ｌ－アスパラギン酸単位を含
むポリアミノ酸のうちの１つである。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　より詳細には、本発明のポリアミノ酸は、例えば、α－Ｌ－グルタメート及び／又はα
－Ｌ－グルタミン酸単位、又はα－Ｌ－アスパルテート及び／又はα－Ｌ－アスパラギン
酸単位を含むホモオリゴマー又はホモポリマーである。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　特に好ましくは、本発明のポリアミノ酸は、下記一般式（ＩＩ）で表される。
【化１】

　式中：
　■Ｒ１は、Ｈ、直鎖状Ｃ２～Ｃ１０アシル基、若しくは分岐鎖状Ｃ３～Ｃ１０アシル基
、又はピログルタメートであり；
　■Ａは、独立して－ＣＨ２－（アスパラギン酸単位）又は－ＣＨ２－ＣＨ２－（グルタ
ミン酸単位）であり；
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　■Ｂは：
　　・ＯＲ３（Ｒ３は下記のように定義される）、
　　・ＮＨＲ２基（式中、Ｒ２は、直鎖状Ｃ２～Ｃ１０アルキル基、若しくは分岐鎖状Ｃ
３～Ｃ１０アルキル基、又はベンジル基である）；又は、
　　・末端アミノ酸単位（窒素により結合し、カルボン酸基は、ＮＨＲ２及びＯＲ２で定
義されるアミン又はアルコールにより適宜修飾されている）、
のいずれかであり；
　■Ｒ３は、Ｈ、又は好ましくは下記を含む群から選択されるカチオン種であり；
　　・有利には、ナトリウム、カリウム、カルシウム、及びマグネシウムを含むサブグル
ープより選択される金属カチオン、
　　・有利には、下記を含むサブグループから選択される有機カチオン、
　　　・アミンに基づく陽イオン、
　　　・オリゴアミンに基づく陽イオン、
　　　・ポリアミン（ポリエチレンイミンが特に好ましい）に基づく陽イオン、及び
　　　・有利には、リジン又はアルギニンに基づくカチオンを含む属から選択される１つ
以上のアミノ酸に基づく陽イオン、及び、
　　・有利には、ポリリジン及びオリゴリジンを含むサブグループから選択されるカチオ
ン性ポリアミノ酸、
　■－Ｘ－は、－Ｏ－、－ＮＨ－、又は－Ｎ－アルキル－（Ｃ１～Ｃ５）、（好ましくは
天然の）アミノ酸、ジオール、ジアミン、アミノアルコール、又は１～６個の炭素原子を
含むヒドロキシ酸のいずれかから選択される結合基であり、
　■－ＧＨ－は、８～３０個の炭素原子を含む疎水性基であって：
　　・適宜少なくとも１つの不飽和結合及び／又は少なくとも１つのヘテロ原子（好まし
くはＯ及び／又はＮ及び／又はＳ）を含んでいてもよい直鎖又は分岐鎖状Ｃ８～Ｃ３０ア
ルキル基、
　　・適宜少なくとも１つの不飽和結合及び／又は少なくとも１つのヘテロ原子（好まし
くはＯ及び／又はＮ及び／又はＳ）を含んでいてもよいＣ８～Ｃ３０アルキルアリール基
又はアリールアルキル基、又は
　　・適宜少なくとも１つの不飽和結合及び／又は少なくとも１つのヘテロ原子（好まし
くはＯ及び／又はＮ及び／又はＳ）を含んでいてもよいＣ８～Ｃ３０（多）環式基；
　■－Ｙは：
　　・カルボキシル基、スルホン酸基、硫酸基、又はリン酸基からなる「アニオン化可能
な」基（Ｒ３がＨである場合）、又は
　　・Ｙは、好ましくはカルボキシレート基、スルホネート基、スルフェート基、又はホ
スフェート基からなるアニオン性基（Ｒ３がＨ以外の基である場合）のいずれかであり；
　■ｎ／（ｎ＋ｍ）は、モルグラフト化率として定義され、０．５～１００モル％の値を
とり；
　■ｎ＋ｍは、３～１０００、好ましくは３０～５００の値をとる。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　本発明の第１の実施の形態において、ポリアミノ酸の主鎖は、α－Ｌ－グルタメート又
はα－Ｌ－グルタミン酸のホモポリマーである。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００４９】
　本発明の第２の実施の形態において、ポリアミノ酸の主鎖は、α－Ｌ－アスパルテート
又はα－Ｌ－アスパラギン酸のホモポリマーである。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　本発明の第３の実施の形態において、ポリアミノ酸の主鎖は、α－Ｌ－アスパルテート
／α－Ｌ－グルタメート又はα－Ｌ－アスパラギン酸／α－Ｌ－グルタミン酸の共重合体
である。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６５】
　α型のポリアミノ酸を得るための最も一般的な手法は、アミノ酸Ｎ－カルボキシ無水物
（ＮＣＡ）の重合に基づく手法であり、例えば、文献「Ｂｉｏｐｏｌｙｍｅｒｓ」１９７
６，１５，１８６９、及びＨ．Ｒ．Ｋｒｉｃｈｅｌｄｏｒｆによる「Ａｌｐｈａ－ａｍｉ
ｎｏ　ａｃｉｄ　Ｎ－ｃａｒｂｏｘｙ　ａｎｈｙｄｒｉｄｅｓ　ａｎｄ　ｒｅｌａｔｅｄ
　ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｅｓ」Ｓｐｒｉｎｇｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ（１９８７）というタイ
トルの書籍に記載されていることが指摘される。ＮＣＡ誘導体は、好ましくはＮＣＡ－Ｇ
ｌｕ－Ｏ－Ｍｅ、ＮＣＡ－Ｇｌｕ－Ｏ－Ｅｔ、又はＮＣＡ－Ｇｌｕ－Ｏ－Ｂｚ誘導体（Ｍ
ｅ＝メチル、Ｅｔ＝エチル、Ｂｚ＝ベンジル）である。ポリマーを適当な条件下で加水分
解すると、酸型のポリマーが得られる。これらの方法は、本出願人による仏国特許出願公
開第２，８０１，２２６号公報に記載の方法に基づいている。本発明で用いることができ
る多くのポリマー、例えば、様々な分子量の、ポリ（α－Ｌ－アスパラギン酸）、ポリ（
α－Ｌ－グルタミン酸）、ポリ（α－Ｄ－グルタミン酸）、及びポリ（γ－Ｌ－グルタミ
ン酸）型のポリマーが市販されている。α－β型のポリアスパラギン酸は、アスパラギン
酸を縮合（ポリスクシンイミドを生成する）した後、塩基性条件下で加水分解することに
より得られる（Ｔｏｍｉｄａ他、Ｐｏｌｙｍｅｒ　１９９７，３８，４７３３－３６参照
）。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７０】
　好ましくは、活性成分は、タンパク質、糖タンパク質、１つ以上のポリアルキレングリ
コール鎖（好ましくはポリエチレングリコール（ＰＥＧ）：「ＰＥＧ修飾タンパク質」）
に結合したタンパク質、多糖、リポ多糖、オリゴヌクレオチド、ポリヌクレオチド、又は
ペプチドである。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００７８】
　本発明の組成物が医薬組成物である場合には、経口、非経口、経鼻、膣内、眼球、皮下
、静脈内、筋肉内、皮内、腹膜内、大脳内、又は口腔内の経路により投与可能である
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
　他の変形例に係る本発明の組成物は、注射部位に持続性薬剤を形成することができるよ
うに製剤される。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
　本発明はさらに、本発明のポリアミノ酸及び有効成分を含み、
・特に、経口、非経口、経鼻、膣内、眼球、皮下、静脈内、筋肉内、皮内、腹膜内、及び
大脳内投与のための薬剤であって、これらの薬剤の活性成分が、具体的には、タンパク質
、糖タンパク、１つ以上のポリアルキレングリコール｛例えばポリエチレングリコール（
ＰＥＧ）で、この場合には「ＰＥＧ修飾」タンパク質という用語が用いられる｝に結合し
たタンパク質、ペプチド、多糖、リポ化糖、オリゴヌクレオチド、ポリヌクレオチド、及
び低分子量の疎水性、親水性、又は両親媒性の有機分子である薬剤；
・及び／又は食品；
・及び／又は化粧品若しくは植物衛生用品、
の調製に使用することができる組成物に関する。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
　本発明のさらに異なる特徴によると、本発明は、特に、経口、非経口、経鼻、膣内、眼
球、皮下、静脈内、筋肉内、皮内、腹膜内、及び大脳内投与のための薬剤で、これらの薬
剤の活性成分が、具体的には、タンパク質、糖タンパク、１つ以上のポリアルキレングリ
コール｛例えばポリエチレングリコール（ＰＥＧ）で、この場合には「ＰＥＧ修飾」タン
パク質という用語が用いられる｝に結合したタンパク質、ペプチド、多糖、リポ化糖、オ
リゴヌクレオチド、ポリヌクレオチド、及び低分子量の疎水性、親水性、又は両親媒性の
有機分子である薬剤；
・及び／又は食品；
・及び／又は化粧品若しくは植物衛生用品、
を調製する方法であって、以上に定義される少なくとも１つのポリアミノ酸及び／又は以
上に開示される組成物を使用する工程を本質的に含むことを特徴とする方法に関する。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８３】
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　本発明はさらに、本明細書に開示されるように、前記組成物を本質的に経口、非経口、
経鼻、膣内、眼球、皮下、静脈内、筋肉内、皮内、腹膜内、大脳内、又は口腔の経路によ
って投与する工程を含む治療方法に関する。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８４】
　本発明の特定の変形例において、前記治療方法は、本質的に、上述の組成物を生体適合
性溶媒中の溶液の形態で投与する工程、及びその後これを皮下若しくは筋肉内の経路によ
り、又は腫瘍中に、好ましくは注射部位に持続性薬剤を生成させるような方法で注射する
工程を含む。
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８６】
＜実施例１＞ポリマーｐＧｌｕＬＣの合成
　リトコール酸から誘導された疎水性基ＧＨでグラフト化されたポリグルタメート（反応
性を有する側鎖のカルボキシル基が結合基－Ｘ－として作用する）の合成
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９１】
＜実施例２＞ｐＧｌｕＨＬＡの合成
　１２－ヒドロキシラウリン酸から誘導された疎水性基ＧＨでグラフト化されたポリグル
タメート（反応性を有する側鎖のカルボキシル基が結合基－Ｘ－として作用する）の合成
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９５】
＜実施例３＞ポリマーｐＧｌｕＨＬＡ－Ｔの合成
　１２－ヒドロキシラウリン酸（ＨＬＡ）から誘導された疎水性基ＧＨ及びα－トコフェ
ロール（Ｔ）から誘導された疎水性基ＧＨ’でグラフト化されたポリグルタメート（反応
性を有する側鎖のカルボキシル基が結合基－Ｘ－として作用する）の合成
【誤訳訂正２７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０２】
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【表１】
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